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形態機能学Ⅱ (全 30 コマ)の 15～17 コマ目にマウスを用い
た解剖学実習を実施した。学生 5名を 1グループとし、10グル
ープにつき指導者 5名 (看護学科で解剖生理学を担当してい



































答を得た。質問 3 は 1) 形態機能学Ⅱの講義初回日で実施し
た質問と比較するため、解剖学実習終了時における解剖学及
び解剖学実習に対するイメージについて自由回答で回答を得





5 では実習に対する意見を自由回答で得た。なお、質問 2 お
よび質問 4 の項目に関しては、解剖学実習の教育効果に関す























看護学科 1 年次生 101 名を調査対象とした。1) 形態機能
学Ⅱの講義初回日は 101 名全員から回答が得られた。2) 解




 表 1に対象者の基本属性を示す。対象者の平均年齢は 18.4
±0.6 歳であり、性別は男性 4 名 (4％)、女性 97 名 (96％)で
あった。過去の解剖学実習実施の有無に関しては、「無し」と
表１.対象者の基本属性 
                            N=99 
項目             平均(SD)／ｎ(％) 
年齢 (歳)             18.4 (0.6) 
性別 男性 4 (4.0) 
 女性 97 (96.0) 
過去の解剖実施の有無 無し           41 (40.6) 







答えた人数は 41 名 (40.6％)、「有り」と答えた人数は 58 名 
(57.4％)であった。 




の頭」が各 8 件、「カエル」が 6 件、「ブタの腎臓」が 5 件と続い
た。 













                                    N=99  
       過去の解剖学実習の経験     
           無し(n=41)  有り(n=58)   
項目   n(%)，調整済み残差     n(%)，調整済み残差  P 
学習理解の向上        
とてもそう思う 33(80.4) -0.1  47(81.0) 0.1   
少しそう思う 8(19.6) 0.1  11(19.0) -0.1   
あまりそう思わない 0(0.0)   0(0.0)   0.946 
今後の学習意欲の向上        
 とてもそう思う 31(75.6) 0.5  41(70.7) -0.5   
少しそう思う   9(22.0) -0.6  16(27.6) 0.6   
 あまりそう思わない  1(2.4) 0.2  1(1.7) -0.2  0.801 
知識の定着        
 とてもそう思う 33(80.5) 1.1  41(70.7) -1.1   
 少しそう思う   6(14.5) -1.7  17(29.3) 1.7   
 あまりそう思わない   2(5.0) 1.7  0(0.0) -1.7  0.068 
生命の尊厳理解         
とてもそう思う 33(80.5) 0.3  45(77.6) -0.3   
 少しそう思う   7(17.1) -0.5  12(20.7) 0.5   
 あまりそう思わない  1(2.4) 0.2  1(1.7) -0.2  0.882 
看護学への知識の応用        
 とてもそう思う 38(92.6) 1.6  47(81.0) -1.6   
少しそう思う    2(5.0) -2.0  11(19.0) 2.0   











































内の様子との関連性を学んだ」が 4 件と続いた。 
 実習に対する意見・改善が必要な点についての自由記載の





















べき」が 2 名から挙げられた。 
表 3. 解剖学実習前後における解剖学及び解剖学実習に対するイメージの変化 
 
実習前のイメージ 実習後のイメージ 
覚えることが多そう(n=34) ・命の尊さが学べる(n=14) 
・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=11) 
・その他(n=9) 
難しそう(n=24) ・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=7) 
・怖い、難しいなどの負のイメージが払拭された(n=5) 
・命の尊さを学べる(n=5) 
・理解が深まる(n=2) 
・その他(n=5) 
高校生物の延長のイメージ(n=23) ・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=15) 
・命の尊さが学べる(n=3) 
・その他(n=5) 
怖いまたは不安(n=4) ・リアルな体の構造を立体的に学べる(n=1) 
・命の尊さを学べる(n=1) 
・複雑(n=1) 
・負のイメージが払拭された(n=1) 
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Ⅳ．考察 
1. マウスを用いた解剖学実習の効果 
本研究の対象者のうち、大学に入学する以前に解剖学実習
実施の経験が「有り」と回答した学生は約半数であった。この結
果は、看護学科 1 年次生に魚の解剖を実施し、同様の質問を
した先行研究 (岩間ら，2011)の結果とほぼ一致していた。また
実施内容としては、「ブタの目」や「イカ」など、身体の一部分や
神経を観察することにとどまっていたことが明らかとなった。看
護学教育における解剖学は看護の対象となるヒトの全人的ア
セスメント、フィジカルアセスメント、疾病について理解するため
の基礎と位置づけられており (坂下ら，2004；梶原ら，2008；矢
部ら，2010)、すなわちヒトの身体の一部分ではなく、全身をみ
る能力が必要であると考えられる。本研究において、ヒトの身体
と構造が近く、また全身の解剖および観察が容易なマウスを使
用することによって、「立体的に身体の構造を学ぶことができた」
「身体の構造の複雑さを学ぶことができた」「臓器同士のつなが
りを学ぶことができた」等の意見が聞かれ、マウスを用いた解剖
学実習は、全身の複雑な構造の理解を得るために有効であっ
たと考えられる。 
本研究に参加した学生が抱く解剖実習実施前における解剖
学及び解剖学実習に対するイメージは、「覚えることが多そう」
「難しそう」といったネガティブなものが多かったが、解剖実習
実施後は「リアルな体の構造を学ぶことができる」というポジティ
ブなイメージへの変化がみられた。この結果は、理学療法学科
の学生を対象とし、バーチャル解剖教材を用いて解剖学演習
後の学生の解剖学への苦手意識の変化を明らかにした先行
研究で、実習後に解剖学を苦手と意識する学生が有意に減少
した (糸数ら，2016)とする結果と一致していた。このことは、紙
面による学習よりも、よりリアルな教材を用いた教育によって、
学生の解剖学に対するイメージがポジティブなものへ変化する
効果があることを示唆していると考えられる。 
また、本研究の対象者が持つ解剖実習後の解剖学及び解
剖学実習へ対するイメージとして、「命の尊さを学べる」が挙げ
られた。小林ら (1998)は、書物やコンピューター相手では、学
生が人体解剖によって人生の生と死について考え、自己の使
命を学ぶことはできないと述べており、バーチャル教材での学
習は生体を用いた解剖学習、即ち生体を用いた解剖学実習
に比べて、倫理観や死生観を育むことに限界があると考えられ
る。そのため、生体を用いた解剖学実習は、体の構造の精巧さ
を学ぶだけでなく生命に対し畏敬の念を頂くこと、すなわち看
護職に必須となる命に対する倫理観を育む効果があると考え
られる。 
2．マウスを用いた解剖学実習の今後の課題 
解剖学実習後の学習効果に関して、「看護学への知識の応
用につながる」、「学習理解の向上」に「とてもそう思う」と回答し
た学生が多かった一方で、「今後の解剖学への学習意欲の向
上」に対して「とてもそう思う」と回答した学生はやや少ない結果
となった。この結果は、今回の解剖学実習で解剖学の理解は
得られたが、今後自ら主体的に解剖学知識を深める意欲を持
った学生は限られていたためと考えられる。先行研究において
看護学生は、解剖学は難解で学習が苦痛であるため、わかり
やすく面白く学びたいと望んでいる (坂下ら，2004)ことが報告
されており、今後は学生が主体的に実習へ参加し、学生自ら
が新たな疑問を持ち、その後の学習意欲につながる授業の工
夫を行う必要があると考える。また、過去の解剖学実習の経験
の有無による学習効果への影響を検討した結果、「知識の定
着」および「看護学への知識の応用」の項目において、過去に
解剖学実習の経験が有る学生は無い学生と比較して「少しそう
思う」と回答した者の割合が高い傾向にあった。このことは、こ
れらの項目は学生の解剖学実習の経験の有無により学習効果
が変化する可能性を示唆するものである。今後サンプル数を
増やし、この点に関する分析を深める必要があると考える。 
解剖学実習に対する意見・改善点の記述内容を分析した結
果では、「グループはもっと少人数のほうが理解が深まった」、
「配置された教員の人数が足りず、十分な説明が得られなかっ
た」「質問したい時に教員がすぐにつかまらなかった」など、グ
ループ人数や指導者側の人数不足の改善を求める意見が多
くみられた。菊池ら (2014)は、看護学生における解剖学の指
導は看護資格のあるものが行うことが望ましいが、実際には、
急激な看護系大学の増加に伴い、解剖生理学のみならず看
護専門基礎科目教育に関わる教員の人材不足は否めないと
述べている。医学科生を対象と、上級生が下級生の解剖学実
習の指導の一部を実施することによる教育効果を明らかにした
先行研究では、上級生の過半数が、実習指導を経験したこと
で学習意欲の高まりを自覚していた (川城ら，2007)。また学生
は、同世代の学生からの説明によって学習意欲が高まるとする
報告 (下高原ら，2006)もあることから、今後、教員だけでなく看
護学科の上級生を解剖学実習指導者として迎えることで、指
導者数を増加させ、解剖学実習に参加する学生１人１人が主
体的に実習に取り組む少人数制が可能となり、学生の学習意
欲の向上につながると考える。 
 
Ⅴ. 結論 
1．マウスの用いた解剖学実習は、身体の立体的かつ複雑な
構造を理解し、生命倫理観を育むという点で学習効果がある。 
2．今後、解剖学実習を実施する際には、学生 1人 1人が主体
的に実習に取り組めるよう少人数による実施および指導者の
増員、学生の学習意欲を向上させる教育方略の工夫が必要で
ある。 
 
 
 
 
 
マウスを用いた解剖学実習の学習効果と課題 
60 
横浜看護学雑誌 Vol.12,No.1,pp.55-60,2019 
 
 
謝辞 
本研究に際して多大なるご協力を頂きました対象者の皆さま、
及び本研究をまとめるにあたって多くのご助言を頂きました A
大学医学部看護学科看護生命科学領域の関係者の方々に心
より深く感謝申し上げます。 
 
引用文献 
藤井徹也，佐藤美紀，渡辺皓，他 (2004)．臨床で働く看護師
の解剖学知識に関する認識と受講した解剖学教育との関連．
日本看護技術学会誌，3 (2)，22-29． 
菱沼紀子 (1994)．生活行動から「からだ」をとらえる－看護学
における解剖生理学．日本看護学会誌，14 (1)，48-52． 
菱沼典子 (2000)．看護学の臨む人体構造学の内容と人材の
育成．Quality Nursing，6，56-58． 
糸数昌史，久保晃，谷口敬道，他 (2016)．バーチャル教材を
用いた解剖学演習後の学生の解剖学への興味と苦手意識
の変化．理学療法科学，31 (5)，715-717． 
岩間淳子，松本佳子 (2011)．看護学科における動物解剖の
教育的意義．川崎市立看護短期大学紀要，16 (1)，55-64． 
看護系大学協議会 (2008)．
http://www.janpu.or.jp/2008/12/26/．2018/11/21. 
川城由紀子，門田朋子，松野義晴，他 (2008)．肉眼的解剖学
における医学生の学習意欲の向上を目指しての試み－見
学実習説明による教育効果‐．解剖誌，83，45-50． 
梶尾江美，清村紀子，鹿嶋聡子 (2008)．看護形態機能学の
知識習得に関したバリアとニードの構造．西南女学院大学
紀要，12，37-46． 
菊池由美，野崎真奈美，高柳雅朗，他 (2014)．看護学生によ
る未固定の豚の内臓を用いた解剖学実習の学び．東邦看
護学会誌，11，9-14． 
小林邦彦 (1998)．医療技術者育成における人体解剖実習の
重要性とその条件整備への提言‐医療技術者教育にルネッ
サンスを－．解剖誌，73，275-280． 
国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 実験動物
研究資源バンク (2015)．
https://animal.nibiohn.go.jp/j_ddy.html．2019/1/7. 
文部科学省 (2011)．看護学教育モデル・コア・カリキュラム，大
学における看護系人材養成の在り方に関する検討会． 
向井加奈恵，山口豪，大島千佳，他 (2017)．看護系大学にお
ける解剖生理学教育の実態調査．形態・機能，16 (1)，8-16． 
日本エスエルシー株式会社．
http://www.jslc.co.jp/animals/mouse.php．2018/11/21． 
野村慎太郎,永井信夫 (2013)．第 2章マウスの臓器摘出，マウ
ス解剖イラストレイテッド．1 (26－80)．東京：秀潤社． 
坂下玲子，内布敦子，桐村智子，他 (2004)．学生が求める看
護形態機能学教育．日本看護学会論文集，看護教育，45 
(12)，1094-1099． 
下高原理恵，今村利香 (2006)．看護学生が解剖学見学実習
を通して学んだもの－4 学校の実習後のレポート分析より－．
日本看護学会論文集，37，407-409． 
外崎昭，小林邦彦，塩田俊朗 (1997)．医療技術者養成機関
における人体関連教育に関する実態調査．解剖学雑誌，72 
(5)，475-480． 
田中裕二，野本百合子，舟島なをみ (2011)．看護学教育研究
の動向－解剖生理学教育に関する研究に焦点を当てて－．
千葉大学大学院看護学研究科紀要，33，17-23． 
矢部勝弘，中村美智子 (2010)．解剖学実習の学習意欲を高
めるための授業の工夫．日本医学看護学教育学会誌，19，
3-8． 
 
